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本稿では，2019 年度末のリニューアルオープンを目指し準備を進めている総合展示第 1 室新構築
事業（以下，第 1 室リニューアルと表記）について，2016 年度の活動内容を報告する。最初に，展示
構成や展示リニューアル委員会会議の概要などを含めた第 1 室リニューアルの準備状況をまとめて














図り，具体的な工事内容や作業の見通しを検討した。工期は 2016 年 8 月～ 2018 年 7 月を予定して
いる。



































































































































































 館内委員会議　　　　　　　　　　　　　　表 2 参照
【展示工事打ち合わせ】
 全体打ち合わせ・テーマ別打ち合わせ　　　表 2 参照
年 月 日 内容 テーマ 主な議事等
2016 4 18 リニューアル運営会議 ― 予算削減に伴う設計の一部実施取りやめ・先送り
25 館内委員会議 ― 資料撤収，設計，予算，閉室時対応
5 9 閉室 ―
30 館内委員会議 ― 撤収後のスケジュール，借用資料，大型模型，デジタルコンテンツ
5/16 ～ 6/2 撤収 ―
6 15 撤収（大型資料） ―
27 館内委員会議 ― 予算，大型模型，グラフィックパネル原稿
7 25 館内委員会議 ― グラフィックパネル
29 工事業者確定 ― 株式会社乃村工藝社
8 23 展示工事打合せ Ⅱ 展示概要等のヒアリング，工期の説明




9 5 展示工事打合せ Ⅳ 展示概要等のヒアリング，工期の説明
館内委員会議 ― 予算，スケジュール，資料実測，大型模型，大テーマ解説文原稿，閉室中の対応
7 撤収（大型資料） ―
13 展示工事打合せ Ⅴ 展示概要等のヒアリング，工期の説明
14 展示工事打合せ Ⅵ 展示概要等のヒアリング，工期の説明


















10 5 展示工事打合せ Ⅲ グラフィックパネル
12 展示工事打合せ Ⅵ グラフィックパネル
19 展示工事打合せ Ⅱ グラフィックパネル
20 展示工事打合せ Ⅰ グラフィックパネル
24 館内委員会議 ― ガイダンス映像，大テーマ解説文原稿，新展示資料写真の取り扱い
25 展示工事打合せ Ⅴ グラフィックパネル
26 展示工事打合せ Ⅳ グラフィックパネル
11 17 展示工事打合せ ― 大テーマサインのデザイン
Ⅲ グラフィックパネル
21 展示工事打合せ Ⅵ グラフィックパネル
28 館内委員会議 ― 大テーマサインのデザイン，グラフィックパネル，寄附金募集
展示工事打合せ Ⅱ グラフィックパネル
29 展示工事打合せ Ⅰ グラフィックパネル
30 展示工事打合せ Ⅳ グラフィックパネル
12 7 展示工事打合せ Ⅴ グラフィックパネル
26 館内委員会議 ― 寄附金募集，ガイダンス映像，中テーマ解説文原稿
2017 1 19 展示工事打合せ Ⅲ グラフィックパネル
Ⅱ グラフィックパネル
25 展示工事打合せ Ⅳ グラフィックパネル
Ⅴ グラフィックパネル
30 館内委員会議 ― 予算，寄附金募集，ガイダンス映像，中テーマ解説文原稿，大テーマサインのデザイン
2 1 展示工事打合せ 副（沖）模型移設案変更
27 館内委員会議 ― 寄附金募集，中テーマ解説文原稿，大テーマサインのデザイン
3 6 展示工事打合せ Ⅳ グラフィックパネル
Ⅴ グラフィックパネル
9 展示工事打合せ Ⅱ グラフィックパネル
17 展示工事打合せ Ⅵ グラフィックパネル
21 展示工事打合せ Ⅰ グラフィックパネル
23 展示工事打合せ Ⅲ グラフィックパネル







1881），槇山次郎（京都帝国大学）がナウマンゾウElephas namadicus naumanni と名付けて以降
（Makiyama 1924），本格的に始まった。同種はユーラシアから渡来した周口店動物群に属し，日本
列島内では約 35 万～ 1.7 万年前まで生息していたことが確認されている［奥村ほか 1982，樽野・亀井 
1993，近藤 2006，高橋 2013］。詳細な生態や絶滅理由は明らかではないものの，同種化石は日本列島
だけで 500 か所以上の地点で産出し［長谷川ほか 2015］，平野や丘陵地に偏在する一方で 1000m を
超える高地でも確認されている［長谷川 1991，亀井編著 1991，樽 2007］。近年の研究成果では，同種
が温帯の落葉広葉樹林に生息し，気候変動に対し分布域を変化させてきたことが明らかとなってお 


































































当該委員は表 3 に示した通りである。館外および館内委員で構成されている（所属と役職は 2017
年 4 月時点のもの）。
おわりに
第 1 室リニューアルは，2016 年 5 月上旬に第 1 展示室を閉室し，約 2 年半後となる 2019 年 3 月













上野 祥史 本館研究部 准教授 小畑 弘己 熊本大学文学部 教授
小倉 慈司 本館研究部 准教授 亀田 修一 岡山理科大学総合情報学部 教授
工藤 雄一郎 本館研究部 准教授 川尻 秋生 早稲田大学文学学術院 教授
鈴木 卓治 本館研究部 准教授 設楽 博己 東京大学文学部・大学院人文社会系研究科 教授
高田 貫太 本館研究部 准教授 瀬口 眞司 公益財団法人滋賀県文化財保護協会企画調査課 副主幹
西谷 大 本館研究部 教授 谷口 康浩 國學院大學大学院文学研究科 教授
仁藤 敦史 本館研究部 教授 堤  隆　 浅間縄文ミュージアム 主任学芸員
林部 均 本館研究部 教授 菱田 哲郎 京都府立大学文学部 教授
藤尾 慎一郎 本館研究部 教授 （代表） 森 公章 東洋大学文学部 教授
松木 武彦 本館研究部 教授 （副代表） 吉田 広 愛媛大学ミュージアム 准教授
三上 喜孝 本館研究部 准教授 若狭 徹 明治大学文学部 准教授
村木 二郎 本館研究部 准教授 若林 邦彦 同志社大学歴史資料館 准教授
山田 康弘 本館研究部 教授
表3　第1室リニューアル展示プロジェクト委員
国立歴史民俗博物館研究報告
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（2017 年 2 月 28 日受付，2017 年 10 月 10 日審査終了）
図2　2016年度作業風景ほか
撤収の様子 旧展示の記録
複製資料の納品検査（1） 複製資料の納品検査（2）
標本の収穫 現在の第1室入口
第2室への迂回路 現在の第1室出口
1　スタディモデルの修正 2　スタディモデルの完成
3　スタディモデルの分割
8　完成模型（2）
4　原形模型の制作
5　原形模型の修正（1） 6　原形模型の修正（2）
7　完成模型（1）
図3　ナウマンゾウ模型の制作風景
